
医師と人々⑥ 第 11回中国四国地区アーカイブズウィーク（山口県文書館） 
 

安永３年では無医とする町や村が目立ちますが、天
保５年では、半数のブロックに医師が居住していること
がわかります。人口の増加により、医師の需要が高まっ
ていったと想像できます。 
前記のとおり、人口調査にあたっては種類の異なる

統計のとり方をしています。それらがよく残る、寛政４年
（1792）を材料に、領内の医師の内訳を見てみます。 
下の【表】から、寛政４年には 25 名の医師がいたと

されています。この内、「南前諸村並奈古大井惣人数
附」と「御領内町人数書取」とをひもとくと、21 名の医
師の内訳がわかりました。結果は、本道医が 18 名、
外療医が３名（福川町の医師は本道・外療兼帯と

ありますので、ここでは本道医に加えて算出しています）
でした。圧倒的に本道医が多く、藩医と同じ傾向を示
しています。 
なお、徳山藩では調査にあたり次のような注意を

与えています。「一村之内急ニ多分之人数違有之、
却て如何敷様相見、因て当年は現数へ夫々差引
増減之上御書出相成…増減は成丈ケ現数ニ近ク
相成候様取計置候」（ひとつの村において、急激な
人数の増減は不正があるように見えるので、実際の
人数に増減を加えて書き出すように…その際には、な
るべく実際の数字に近くなるようとりはからいなさい）。
資料の取り扱いには御注意を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【表】徳山藩領の総人口と医師数（徳山毛利家文庫「領内惣人数附」より作成） 

領内惣人数付

(請求番号)

年代

惣人数／医師数

村名

都濃郡山田村 590 0 572 0 530 0 590 0 577 0 594 0 628 0

都濃郡河内保村（甲垰・来巻・

久保市共）
2,112 0 2,142 0 2,175 0 2,184 0 2,070 0 2,167 0 2,227 1

都濃郡豊井保村（大嶋・粭島

共）
4,918 3 4,413 3 4,857 3 5,124 3 5,044 3 5,394 4 6,117 9

都濃郡末武村之内生野屋 901 0 840 0 799 2 806 3 763 2 739 1 786 2

都濃郡瀬戸村（譲羽共） 933 0 951 0 871 0 854 0 855 1 921 0 978 0

都濃郡温見村 358 0 339 0 311 0 353 0 326 0 316 0 320 0

都濃郡大藤谷村 228 0 232 0 226 0 240 0 238 0 228 0 218 0

都濃郡久米郷村之内（遠石・粟

屋）
1,004 0 902 0 962 0 955 1 869 0 974 0 1,002 0

都濃郡野上庄村 4,666 7 4,609 8 4,915 4 5,336 6 5,332 11 6,032 5 5,881 5

都濃郡富田郷村 6,239 3 6,050 3 6,241 8 6,414 4 6,361 4 6,684 6 7,484 2

都濃郡矢地村（福川・大津共） 4,944 0 4,965 2 5,093 2 5,262 2 5,046 2 5,962 5 6,214 4

都濃郡戸田村 382 0 365 0 384 0 470 0 463 0 393 0 472 0

都濃郡四熊村 1,336 0 1,308 0 1,281 0 1,335 0 1,311 0 1,377 0 1,410 0

都濃郡莇地村之内川曲 428 0 430 0 396 0 437 0 407 0 427 0 475 0

都濃郡大道理村 1,342 0 1,393 0 1,329 0 1,376 1 1,363 1 1,422 1 1,347 1

都濃郡大向村 1,001 0 956 0 975 1 977 1 967 1 935 0 901 0

都濃郡須万郷村 3,224 2 3,265 2 3,045 1 3,430 1 3,222 1 3,411 1 3,537 2

熊毛郡嶋田村・浅江村之内 73 0 73 0 77 0 77 0 76 0 82 0 89 0

佐波郡富海村（野島共） 2,479 0 2,220 0 2,462 1 2,561 3 2,539 3 2,972 3 3,842 3

阿武郡奈古村 1,686 0 1,673 0 1,651 2 1,720 0 1,668 2 1,680 2 1,680 4

阿武郡大井郷村之内 1,267 0 1,255 0 1,187 1 1,174 1 1,054 1 1,100 1 1,120 1

合計 40,111 15 38,953 18 39,767 25 41,675 26 40,551 32 43,810 29 46,728 34
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「御両国珍名産物」（毛利家文庫 34産業 5 ）★右下欄参照 医師と人々⑦ 

 

 

江戸時代、意外に目を患う人が多か
ったようで、自藩内に限らず目医師を求
めて人々が往来しているようすが少なか
らず記録されています。毛利家文庫
「御両国珍名産物」という産物帳の中
に、目医師の項目が立てられていて、そ
こに目医師の住所が記されていることは、
目医師が当時いかに重宝がられていた
かを物語っていると思われます。 
また、徳山毛利家文庫「御蔵本日

記」は、眼病者や目医師など眼病をめ
ぐる人々の出入りや往来のようすをよく
記しています。山口に評判の目医師が
いたらしく、そこへの往来を求めて申請し
許可された記事が少なからず目につきま
す。往来許可日数は多い場合で 80
日にも及びました。 
関西のほか備後や若狭などまで出向

いた患者もいました。徳山藩内外の目
医師に関する記述は他科の医師に較
べて多いといえます。 
豊後（現大分市）の目医師平山

武左衛門が元文 2年（1737）と寛保

3 年（1743）に富田新町（現周南
市）に長逗留したことが記録されており、
後者の場合は逗留期間が半年にも達
しています。萩の目医師栗山玄厚の弟
子である杉山楊玄は、寛政５年
（1793）逗留の延長願いを出し、計
200 日の眼病治療のために遠石町
（現周南市）に滞在しています。 
藩領内を通過する目医師に治療を

請う場合も散見され、天保４年
（1833）には京都御室御所の医師松
川法橋が徳山で治療したことなどが記
述されています。 

〔筑前の眼科医田原家〕 
そして、目立って多いのが筑前国須

恵（現福岡県粕屋郡須恵町）の目
医師田原家への往来を認めた記述で
す。そことの往来日数は 100 日にも及
ぶ例がほとんどです。ここの患者は遠く北
海道からもやってきており、眼療宿場と
呼ばれる患者の宿舎が設けられていた
ことがわかっています。  

７ 

 
 

 
 

「御両国珍名産物」 
（毛利家文庫 34産業 5） 

 
「紙紬」（玖珂郡山代大野）と

「ひぢき」（大島郡平郡）にはさま
れて「目医師」（阿武郡生雲田
野ヵ・豊浦郡八道）と記されてい
ます。田野（たの）・八道（や
じ）は地名だと思われます。 
「御両国珍名産物」は防長両

国の名産物と産地を書き上げたも
のですが、成立年代は不詳です。 

目医師の話 



医師と人々⑦ 第 11回中国四国地区アーカイブズウィーク（山口県文書館） 
 

徳山毛利家は、薬を取り寄せるだけではなく、少なく
とも３回、徳山領にまでこの田原氏を直接呼び寄せて
診療にあたらせています。呼んだ先は前藩主の隠居所、
富田御殿でした。呼ばれた医師は田原家６代目養柏
と７代目養全。来診は、享和 3 年（1803）６月８
～13 日、文化 3 年（1806）２月 15～21 日、文
政９年（1826）10 月 8～13 日。徳山毛利家文庫

には「御蔵本日記」のほか「富田御殿日記」という史料
もあり、両者をあわせ読むと、その診療や接待、礼金
等々について大変詳細にわかります。 
天保７年（1836）、徳山町の町人が筑前田原製

目薬の販売運上銀を納めたという史料もあります。 
当該日記には、享和元年（1801）広島の眼鏡売

りの逗留も記述されています。 
 

日
向
延
岡
領
宮
崎
郡
生
目
村
（
現
宮
崎
県
宮
崎
市
）
に
鎮
座
す
る
「
生
目
神
社
」
は
古
来
眼
病
の

神
と
し
て
名
高
く
、
山
口
県
内
に
も
い
く
つ
か
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
（
美
祢
郡
岩
永
・
美
祢
郡
赤
の

大
岩
穴
＝
景
清
洞
・
萩
市
明
木
・
上
写
真
の
山
口
市
赤
妻
な
ど
）
。 

一
方
、
藤
原
景
清
（
一
般
的
に
平
景
清
と
俗
称
さ
れ
る
）
も
眼
病
を
癒
す
と
し
て
各
地
に
伝
承
を

の
こ
し
て
お
り
、
県
内
に
も
周
南
市
の
川
崎
観
音
に
あ
る
「
景
清
の
目
洗
い
井
戸
」
や
先
述
の
景
清

洞
、
景
清
の
墓
（
宇
部
市
棚
井
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
源
平
合
戦
の
後
に
源
頼
朝
に
捕
ら

わ
れ
た
景
清
が
、
源
家
の
栄
達
を
目
に
す
る
こ
と
を
厭
う
と
と
も
に
源
家
へ
の
復
讐
を
断
念
す
る
た

め
に
自
身
の
両
眼
を
抉
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
生
じ
た
伝
承
で
、
そ
れ
を
も
と
に
生
目

神
社
と
の
関
係
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

な
か
で
も
著
名
な
の
は
景
清
洞
で
す
が
、
生
目
神
社
に
平
景
清
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

日
向
（
現
宮
崎
県
）
生
目
村
の
生
目
神
社
の
大
宮
司
が
開
板
し
た
景
清
公
の
眼
病
護
符
。

「
神
詠
」
と
し
て
「
景
清
く 

照
す
生
目
の
み
づ
か
ゞ
み 

す
へ
の
世
ま
で
も
曇
ら
ざ
り

け
り
」
と
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
小
田
家
文
書
（
柳
井
市
金
屋
）
護
符
） 

山口市赤妻の生目八幡宮には、天保壬寅年（1842）に「所
願成就」として「巳之歳男」によって奉納された祈願の額がありま
す。おそらく眼病治癒の祈願でしょう。右方に「蘒（以下不明）」と
ありますから、萩方面からはるばる祈願に訪れたのかもしれません。 

病気と祈り① 第 11回中国四国地区アーカイブズウィーク（山口県文書館） 
 

 

 

 

 

 

いやす 
なおす 
たもつ 

 
文書館資料にみる 
病気・医療・健康 

  

「毛利元就書状写」（閥閲録差出原本 522 内藤二郎左衛門） 病気と祈り① 
 

 

永禄９年（1566）に毛利氏は長
年の大敵であった出雲の尼子氏を攻
め滅ぼします。その時に降参した尼子
義久兄弟を毛利氏は丁重に扱い、配
下の内藤氏に彼らを警備させます。内
藤氏は自らの所領である安芸国長田
（現、広島県安芸高田市）内の寺
院を義久らの居館に宛て、厳しく監視
するかたわら、何かと心配りをしていま
す。 
毛利元就や嫁の隆元夫人は、そう

いった内藤氏の気遣いをほめようとしま
すが、なかなかその機会がありませんで
した。 
そこで、毛利氏重臣の口羽通良が

気を利かして、内藤氏に元就の意向
を伝えたようです。 
この件に関して、永禄 10 年

（1567）正月に元就は口羽氏に手
紙で謝意を伝えています。ところが、こ
の頃元就はあることに苦しんでいました。 
口羽氏宛ての手紙（上の写真）

本文の終わりから２～３行目に注目
してみましょう。「夜前ヨリは（歯）ハし

り（はしり）候て、いよいよ平臥の躰
ニ候」と書いてあります。山口県やその
近県出身の方ならたぶんおわかりでは
ないでしょうか。「歯がはしる」とは、「歯
がひどく痛む」という意味の方言です。
つまり、元就は、このとき「昨夜から歯
がひどく痛むので、臥せっている」という
状態だったのです。 
このことを裏付けるかのように、現在

は所在不明となっている原文書（個
人蔵）の元就の花押（本人が書い
たサイン）は、筆が乱れ、同時期の花
押に比べると弱々しいものになっていま
す。 
「歯がはしる」云々の一文がなけれ

ば、この花押を見た口羽氏は、この手
紙は本当に「大殿」（元就）からのも
のだろうかといぶかったことでしょう。 
歯痛に苦しんでいた元就が、臥せっ

た状態で、（もしかすると片手で頬を
押さえながら）右筆が用意した手紙
に一生懸命に花押を書いている姿を
想像してみてください。元就には気の
毒ですが、何だか笑ってしまいそうです。 

８ 

 
 

毛利元就卿画像（軸物類 170） 

「酒は百薬の長」という言葉があ
るように、適度な飲酒は健康に良
いとされます。一方で飲みすぎると
健康を損ない大事にいたるのも事
実です（酒害）。 
元就は、この酒害をよく認識し

ており、酒を慎んだ（あるいは下
戸だった）ため、当時としては長寿
の 75歳の生涯を全うしました。 
というのも、彼の祖父は 33 歳、

父は 39 歳、兄は 24 歳で、いず
れも酒が原因で亡くなっていたから
です。そのため孫の輝元が酒を飲
み始めると、その母親に宛てて、酒
を控えさせるように言い送っていま
す。その指示は、お椀の大きさごと
に酒量を決めると言った細かいもの
でした。 

毛利元就の歯が「走る？」 
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